


COMMENTS CAST
日本の巨匠監督たちが遺した至芸のように
『名も無い日』は実に優れた作品だ
また演技も非の打ちどころがなく素晴らしし？
私は深く心を動かされた…

美しく見事に構成された映画だ
そして永瀬さんは最高峰のパフォーマンスを
私の記憶に焼き付けた
彼はなんて凄い俳優なんだろう！

映画監管/ﾌﾛﾃｭー ｻーヴィム･ヴェンダーース
『ことの次第』一一ベネチア国際映画祭(金獅子賞受賞）

『パリ､ ﾃ ｷ ｻ ｽ』 - - ｶ ﾝ ﾇ国際映画祭（ﾊ ﾙ ﾑ ﾄ ｰ ﾙ受賞）
『ベルリン・天使の詩』--ｶﾝﾇ映画祭（監督賞受賞）

『ﾌｪﾅ･ﾋｽﾀ･ｿｼｱﾙｸﾗﾌ』-米ｱｶﾃﾐｰ賞幽ﾄｷｭﾒﾝﾀﾘ銅ﾉﾐﾈｰﾄ）
２０１５年--ベルリン国際映画祭（名菅金熊賞受賞）

映画監督アレックス・コックス
（『レボマン』、『シド・ｱﾝﾄ・ﾅﾝｼｰ』÷

写真家が作った写真家の映画
永瀬正敏が演じる映画の中の写真家が
いつシャッターを切るかを
息を詰めて見続けていた

見直す度に新しい発見がある
写真家が主人公の映画はたくさん観てきたが
『欲望』(ﾐｹﾗﾝｼｪﾛ･ｱﾝﾄﾆｰﾆ監督作品)以来の

深い衝撃を受けた

悔恨は深き愛を宿主として
あなたの中に生きつづける

写真家/文筆家藤原新也
（『東京源流』『メメント・モリ』）

伝記作家/映画史家/女優パトリシア･ボズワース
(『炎のごとく-写真家ﾀｲｱﾝ･アーバス』､『ﾏｰﾛﾝ･ﾌﾗﾝﾄ』）

写真評輪家飯沢耕太郎

日比監督は心の奥底に潜んだ''叫び"を
芸術として生み出した
それは原石を磨いていく作業に近い
彼のｗ明暗法"ともいえる美学は
キャラクターを的確に表現し
俳優たちが織りなす繊細で破壊的な
演技に効果をもたらしている

素晴らしい偉業
この繊細な映画にとても感動しました
主人公が辿る孤独で壊れやすく
はかない人生はコロナの困難な時代に
きっと人々の心に響くでしょう

『名も無い日』はとてもパワフルな映画だ
カタルシスで深遠なる映画は
不確かな現在と過去の痛みを探求していく
心にしみるパフォーマンス
ビジュアル・ボエトリーそして実体験が
精巧に且つ美しく混合している
作品は観客の心に深く刻み込まれるだろう..．

フォトグラファー/ファッションデザイナー/映画プロデユサー

マリボーノI
（『…NTOWN8ﾕJ1，『マリボール･アラマ』）

映画ﾌﾛﾃｭｰｻｰジュリアン･ファーヴル
〈『フオツクスファイア不良少女の告白』ローラン・カンテ監督、

『夜行列車』デイアオ･ｲｰﾅﾝ監督）
映画監督パブロ・ベルヘル

（『プランカニエベス』）

生きている者にとって死ほど厳粛なものはない。
そして死ほど理解の及ばないものはない。
生と死のあいだには測り知れない深い溝がある。
この映画は､死者に対する安易な涙や理解を
禁じたところで作られている。
とてもストイックな映画だ。

評輪家川本三郎

喪と死に対する感情を
独自のアプローチで表現した
非常にユニークな作品だ

撮影監督エドワード・ラックマン
(『キャロル』、『エリン・ブロコビッチ』、『ヴァージン・スーサイド』）

愛知県名古屋市熱用区出身。

高倉健の人生風儀を描いた映画｢健さん｣

(脚本･監督)は､2016年､第40回モントリ

オール世界映画祭ワールド・ドキュメンタ

リー部門最優秀作品賞を受賞｡樹木希林企

画の映画｢エリカ38｣(脚本･監督)は､主演

の浅田美代子が｢ ﾛ ﾝ ﾄ ﾝ ･ ｲ ｰ ｽ ﾄアジ

ア映画祭2019｣審査員特別賞を受賞。

STAFF 企画／製作日比遊一｜音楽岩代太郎
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整音松陰信彦｜音楽エディター佐藤啓｜ポストプロダクション管理豊里泰宏
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監督日比遊一


